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 市内10小学校区で開催しましたタウンミーティングでは、「計画と戦略、何が未来を創るのか」と題し、自治会運営を担われているみなさまを中心に参加

していただきました。会場でお聴きした提案や意見をお知らせします。 

 今後の市政に可能な限り反映させてまいります。 

     

校区名 開催日時・場所 参加者数 

富合 
小学校区 

４月２５日（月） １８：３０ ～ ２０：００ 

別所西町公民館 
３９名 

タウンミーティングでのご意見 

Ｎｏ 意 見 概 要 回答など 

1 富合の実態として若い人が転出してしまう。地区内に施設が無くなり拍車が

かかる。別府・九会・西高室などに人が集まっている。行政として富合地区

に支援してほしい。 

加西市としても市域全体のバランスのよい発展が望ましい。 

鋭意考えていきますので、地域からもアイデアや要望を市に寄せて

いただきたい。 

2 青野原俘虜収容所で俘虜が利用していたお風呂を取り壊すのか。保存する

のか。傷みが激しいため、保存する場合は、市は支援してくれるのか。 

総合的に判断し、地元と協議をしながら決めていきます。 

3 3 月議会を傍聴したが、甘い面がある。加西市がよくなるためには、現況把

握、スピーディな対応、意識改革が必要。一致団結してやるしかない。 

2040 年に 5 万人を目標にしているが、施策は一般的なものばかり。もっと真

剣に取り組んで、一層努力してほしい。結果をださないといけない。市民と

職員はギャップがある。市民が実感できるようにしてください。 

危機感を持ち、皆さんと共有しながら一つ一つの課題をクリアしてい

くことで、結果を出せるようにします。 

（担当より） 

地域創生戦略と第 5 次総合計画後期計画を、実効的に実施して行

きます。また、「加西市元気なまちづくり市民会議」を設置し、迅速に

効果の検証・評価を行い、次の施策にフィード・バックして行きます。 
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4 ふるさと納税で加西市は 2 億円の収入があった。一方、市民が他市に納税

し、減った額はどのぐらいなのか。 

 

 

 

熊本地震のような地震が起こった場合、加西病院の耐震化は大丈夫なの

か。被害が出た場合には、加西病院で治療が必要になる。 

ふるさと納税は、確認し皆さんにお知らせます。 

（担当より） 

加西市民が、加西市以外にふるさと納税された金額は、約 3 千万円

ありました。 

 

加西病院の耐震化は重要課題であり、計画的に行っていきます。 

5 地元に誇りを持っている。ねっぴーバスのバス停で、都染町にあるバス停の

名称が青野口になっているのはなぜなのか。以前にも質問したが回答をも

らっていない。 

当該バス停は、コミバスねっぴ～号国正線上の都染町内にあり、都

染町のほか青野町、野上町との町境付近に位置するバス停です。 

路線のルートやバス停等の位置は、道路状況等を考慮しながら、多

くの方に利用いただけるよう決定し、バス停の名称についても、利用

者に分かりやすく親しみやすいよう設定しております。 

当該路線上の『青野口』バス停の前後には、『都染』、『野上』の名称

のバス停がすでに存在しています。また、当該バス停は染町内に位

置するものの、県道７９号線と高低差のある場所にあるため、青野町

周辺の方にとって利用していただきやすいバス停になっています。

以上の理由から当該バス停を『青野口』としています。 

名称の変更には、バス停案内看板を始め、車内放送、時刻表の更

新等に財政的な負担が伴うため、近隣の利用者や地域住民の方々

のご意見を聞きながら、検討していきます。 
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６ 加西病院のもの忘れ外来、精神科に、母親を診てもらおうと思い、3 月に電

話したが、6 月でないと診察できないと言われた。3 カ月先でないと診てもら

えないのはいかがなものか。 

加西病院の精神科医師については、昨年度は 4 名から 3 名になり、

今年度になってから3名から2名の体制になったため、かかりつけの

患者さんに加えて、新規の患者さんの受入については、大変ご不便

をおかけしている状態です。 

診療に支障を生じている「医師確保」については、引き続き大学

等に要望を続け、医師確保に努めてまいります。 

 

 別府幼児園跡地の利用方法は。 建物については、耐震化などの問題もあり、状況によって、利用でき

るものなら、利用していきたい。 

今のところは、更地にして所有者に返還する予定です。 

いずれにしても、地元の方と相談しながら進めていきます。 

 防犯カメラは、認知症対策にも有効。今後どれぐらいのペースで設置してく

のか。 

画像は誰が見ることができるのか。 

加西市と近隣市町との市境や主要道路を中心に、年 2、3 カ所設置

していきます。各町の入り口などに設置するのは難しい。 

町単位では、県の補助事業で防犯カメラの設置事業がある。県全体

で500カ所。希望が多いため、どのぐらい加西市に割り当てがあるの

かは分からない。県の補助と市の補助を利用して、自己負担も含め

設置をお願いしたい。 

画像については、市が設置する場合は、市の設置要綱に基づき、

個人のプライバシーに配慮し運用します。町が設置する場合は、町

で取扱要領を作成し、個人のプライバシーを侵害することがないよう

にお願いしたい。 

 


